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 「東京都がん対策推進計画(第三次改定)」におけるがん検診精密検査受診率の目標値（５がん90％以上）に未達 ※令和4年度実績値

 特に精密検査未把握率が高いことが主な課題

東京都の現状

 第４期がん対策推進基本計画において、国及び都道府県が取り組む施
策として、要精検者に対する「精密検査を受けられる医療機関リス
ト」の提供等、情報提供の推進を明記

 医療機関数の多い大都市圏においてリスト作成が進んでおらず、リス
ト作成に必要な掲載基準等を検討する研究班がR7年度から立ち上げ

 区域外・二次医療圏外に移動して精密検査を受診する要精検者が多く、
精密検査の受診動向を把握できていない自治体が多い（精検実施医療
機関からの結果報告が未提出のケースも多い）

 40自治体が少なくとも1つのがん種で独自のリストを作成しているが、
掲載医療機関は区域内にとどまるケースが多い

国の動向区市町村の動向

事業の背景・目的１

要精検者に対する広域的な情報提供と精検結果把握の体制整備を図るため、

東京都精密検査実施医療機関リスト※を作成し、区市町村や検診機関等に公開し活用を促す

※精検結果報告及び精検実施体制の質などの必須項目を定めた掲載基準に基づき作成

事業のスキーム、掲載基準、募集・審査方法等の詳細については、
学識経験者、東京都医師会、検診実施機関・精密検査実施医療機関、行政機関の委員により構成された検討会 (非公開) において議論



事業スキーム

①～⑦の流れで作成・公開

検討会における議論（令和６年度・７年度）２

スケジュール
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周知・募集掲載基準・
応募方法等の検討 審 査 作成

承認 公開

掲載基準案の作成（乳がん）

• 日本乳癌学会・日本乳癌検診学会が定めた「乳がん検診の精密検
査実施機関基準」をベースに、東京都の実態に合わせた形で掲載
基準案を作成（監修：聖路加国際病院 角田 博子 先生）

• 掲載基準案の詳細は資料5-1を参照
• 乳がんの次に着手するがん種については、令和７年度中に決定

既存の区市町村精検リストとの住み分け

• 区市町村精検リスト未作成の自治体 及び 要精検者に対する広域
的な情報提供が必要な場合は、都リストを積極的に活用

• 区市町村精検リスト作成済の自治体は、以下整理をふまえ、必要
に応じて都リストの活用を検討

都リストを積極的に活用未作成
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